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道路建設課

【県土整備部長との談話】 

 一般国道３４０号土淵バイパスの一部区間の開通をはじめとして、今年度も県内各地で道路の開

通を予定しています。事業箇所の概要と開通予定時期についてお知らせします。 
あくまでも現時点の予定ですので、諸事情により変更となる可能性があります。開通後は随時、

道路建設課ＨＰにて公表する予定です。 
(道路建設課ＨＰ: http://ftp.www.pref.iwate.jp/info.rbz?nd=780&ik=3&pnp=66&pnp=780) 
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一般県道侍浜夏井線 本波 

①久慈市 ②L=2.0km(1.4km 開通済)

③L=0.6km(全線開通)  

④平成 24 年 9 月 

⑤【復興関連道路】水産物の輸送等、

物流ルートとしての機能向上 

《記載内容》 
路線名 事業箇所 
①市町村名 ②全体延長 
③今年度開通延長 ④開通予定時期 
⑤本工区の開通効果（見込み） 

一般国道 
主要地方道 
一般県道 

【県庁前での PR活動】 

主要地方道花巻衣川線 森下 
①平泉町 ②L=0.6km  
③L=0.6km(全線開通)  
④平成 24 年 12 月 
⑤平泉の文化遺産を構成する長者ヶ
原廃寺跡及び奥州市衣川区中心部
へのアクセス向上 

一般国道 284 号 真滝バイパス 

①一関市 ②L=1.8km 

③L=1.8km(全線開通) 

④平成 24 年 8 月 7日 

⑤【復興関連道路】沿岸被災地～内陸

部及び工業団地へのアクセス向上 

一般国道 340 号 土淵バイパス 

①遠野市 ②L=4.5km 

③L=2.8km (一部区間開通)  

④平成 24 年 7 月 22 日（開通済み）

⑤【復興支援道路】後方支援拠点の遠

野市と沿岸被災地とのアクセス向上

一般県道釜石住田線 金ノ倉～山脈地

①住田町 ②L=3.4km(2.9km開通済)

③L=0.5km(全線開通)  

④平成 24 年 8 月 7日 

⑤滝観洞などの主要観光地へのアク

セス向上 

一般県道長部漁港線 長部 

①陸前高田市 ②L=0.3km 

③L=0.3km(暫定開通)  

④平成 24 年８月 

⑤【復興関連道路】漁港・水産加工団

地へのアクセス向上 

主要地方道盛岡和賀線 笹間 

①花巻市 ②L=6.5km(4.5km 開通済) 

③L=2.0km(全線開通)  

④平成 25 年 3 月 

⑤隘路区間の解消による円滑な交通と

歩行者の安全性を確保 
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一一関関工工業業高高等等学学校校土土木木科科１１・・２２年年生生にによよるる沿沿岸岸部部現現地地調調査査  

  

  
一関工業高等学校においては、授業の一環として工事現場等の現地調査を実施していま

す。昨年度は震災の影響で中止となりましたが、今年度は当センター管内の現場を視察し

ていただきました。 

同校土木科の１・２年生が高田地区海岸、三陸沿岸道路（高田道路）、大船渡港の現地

を視察し、担当者の説明を熱心に聞き入っていました。視察後の質問では、こちらの担当

者を驚かせるような鋭い質問もありました。 

最後に、生徒の代表からお礼の言葉をいただきました。こちらからも技術者不足が叫ば

れる中、将来の土木技術者として復旧・復興に携わって欲しい旨をお願いしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高田地区海岸の概要など大船渡土木センターの震災復興情報についてはこちら↓ 

http://www.pref.iwate.jp/list.rbz?nd=4521&ik=3&pnp=17&pnp=77&pnp=1395&pnp=4521 

～～  災災害害にに強強くく安安全全でで安安心心なな暮暮ららししをを支支ええるる防防災災都都市市・・地地域域づづくくりり  ～～  
大船渡土木センター

陸前高田市災害復興局臼澤局長

補佐の説明 
１・２年生で総勢約 60 名の方が視

察しました 
大阪府からの応援職員である大

船渡土木ｾﾝﾀｰ笹本技師が説明 

松原が流失し、今は仮防潮堤だ

けがある状況 
三陸沿岸道路（高田道路）では、

南三陸国道事務所の方が説明 
熱心に聞いています。土木にも女

性が多くなりました 

最初は緊張して出なかった質問も

徐々に出るようになりました 
大船渡港の説明です 最後に生徒の代表の方からお礼

の言葉をいただきました 










